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科学的な視点から「環境」を見つめ「ジブンゴト」として捉えるサイエンスコミュニケーションのあり方とは

はこだて科学寺子屋 は、2009年、 「 はこだて国際科学祭」を はじめとする、科学技
術と社会をつなぐ科学技術コミュニケーション活動の担い手を、函館の地で生み育
てることを目的に開始されました。
「 はこだて国際科学祭」は、 開始当初より 「市民がつくる市民のための科学祭」の理
念を掲げています。また、はこだて科学寺子屋の参加者有志の手によって、科学ボラ
ンティア組織「科学楽しみ隊」が自然発生的に発足し、 活動を行って きました。その
後、2011年の束日本大震災、2018年の北海道胆振東部地震、 そして 2020年の
新型コロナウイルスの感染拡大等、いくつもの時代のターニングポイントがありまし
た。それとともに、科学技術コミュニケーションに期待される社会的な役割は、ます
ますの高まりを見せています。
今年の科学寺子屋では、 昨年度(2020年度）に「 はこだて国際科学祭」においてサ
ィエンスカフェを行った種村剛さんをお迎えします。昨年度、種村さん は、 はこだて

国際科学祭における出展「地球を旅する元素のゆくえ―大気と海、 海と堆積物をめ
ぐるヨウ素のナゾー（ゲスト：北海道大学大学院水産化学研究所准教授大木淳之
先生、第112回サイエンス ・ カフェ札幌Iオンラインin函館）」において、聞き役を
担当されています。科学技術コミュニケーターの視点から、どのような話題について、
どのように聞き手の理解を促す工夫を行い、 どのようにイベントを進行させたので
しょうか。興昧深いお話を伺うことができます。
また、昨年度と同様、「科学技術イベント」を家庭で体験し、その結果について、授業
内で交流する活動を行います。今年度 は、私たちにとって身近な 「電気」 に注目し、
「科学技術イベント」のあり方や、 実際の進行について考える機会を設けます。さら
に、今年度の国際科学祭における出展者とも対話できる機会を設け、科学技術イベ
ントの実際について理解を深めるとともに、一方向の知識伝達に終わらない科学技
術イベントのあり方を考えます。

【オンライン(Zoom)開催】

2021はこだて科学寺子屋公皿講演会
参加者の心をつかむ「サイエンスコミュ＿ケ ノヨノ」とは？

8/4� 13:10 ------ 14:40(12:50受付開始）

●対象：どなたでも
●主催：サイエンス ・ サポー ト函館

●定員250名 先着順、事前申込制

●受講料無料 申込み必要
（申込みフォ ームからお申込み下さい）

https://sciencefestival.connpass.com/event/217037/ 

皆さんは、科学に関するイベントに参加したことはありますか？ たとえば、

「はこだて国際科学祭」は、日本でも最大級の科学イベントで あるといえます。

ここで は、昨年度(2020年度）に、「はこだて国際科学祭」において科学イベ

ント「地球を旅する元素のゆくえ―大気と海、 海と堆積物をめぐるヨウ素の

ナゾー」において企画と運営、また、当日の進行を担当された種村さんにお話

を伺います。

オンライン環境で科学イベントのリアルタイム配信を行う際 に、どのような

工夫が行われていたの で しょうか。当日の様子をはじめ、その前日にあたる

準備の段階から、どのような工夫が行われていたの で しょうか。北海道大学

CoSTEP で科学技術コミュニケー ションの実践をつづけ ている種村さんの

視点から、イベントの様子について物語っていただきます。また、国際科学祭

におけるイベント出展に加えて、科学技術コミュニケー ション活動における

種村さん自身の 取り組みを伺います。これらの 活動 を通して、科学技術コ

ミュニケーション活動とは何か、どのような工夫を行う必要があるの か、考え

る機会としたいと思います。

●担当講師

辻義人（つじよしひと）

公立はこだて未来大学
メタ学習センター 准教授

旭川出身。専門分野は、教育心理学、教育工学。

主な研究テ ーマとして 「わかりやすく聞き手に説明する方法」 に興昧があり、

特に「私たちはどのように、相手に合わせて説明内容や表現を変えているの

か」に注目しています。

函館の生活は5 年目となりました。緑の島や湯の川海岸など、風通しのよい

場所がお気に入りで す。

●ゲスト講師

種村剛（たねむら たけし）

北海道大学高等教育推進機構
オープンエデュケーションセンター

科学技術コミュニケーション教育研究部門
CoSTEP 特任准教授

千葉県出身。専門は社会学、社会情報学、コミュニケーション綸。2015年3月

CoSTEP第10期選科A修了。同年4月よりCoSTEPの スタッフとなり札幌は

7年目。CoSTEPで は、受講生とサイエンスカフェを企画・実施したり、演劇

を用いた科学技術コミュニケー ションの実践に取り組んだりしています。道

南いさりび鉄道に乗ると函館に来てるなと実感します。
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【オンライン接続についての留意事項】
※科学寺子屋集中講座を含め、いずれも事前申込が必要です。
※すべてオンライン(Zoomミ ー ティング）での開講となります。
※Zoomの基本的な使い方におけるレクチャ ーはありません。各自でご用意下さい。
※パソコンでの参加を強くお勧めします。
※当日のZoom接続に必要な情報は、受付後にメ ールにてお送りします。
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